
 6月18日は、市の消防点検でした。私は都合で参加でき

ませんでしたが、全市の消防団のみなさんが日頃の訓練の

成果を存分に披露したようです。 

 さて、消防団は、私たち市民の命と財産を火災や天災か

ら守るために、日夜大活躍しています。何もない時でも定

期的に夜の巡回をするなど、その活動には頭が下がります。 

 そうした献身的な活動をしている消防団ですが、団員数

は年々減少しており、定員にはかなり足りなくなってきて

います。2014(平成22)年には定員を引き下げましたが、

それでも完全には充足していません。(右下グラフ) 

 足りない中でも、工夫を重ねながら支障のないようにや

りくりしているようですが、そのしわ寄せは現職団員のみ

なさんが被っているのではないでしょうか。 

 大変な任務ではありますが、その分やりがいもあり、意

欲のある青年は少なくないはずです。ところが、実際には

日々の仕事に追われ、こうしたことに時間をさくゆとりがな

いというのが、多くの青年のホンネではないでしょうか。 

 こうしたことにも、格差と貧困の拡大を感じます。安定

した雇用、労働時間の短縮、労働条件の向上が求められて

います。 
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日本共産党上越市議会議員 

 6月25日、この季節恒例の｢ちまき

作りと市政を語るつどい｣を、上中田

町内会館を会場に行いました。 

 20人あまりのみなさんに参加して

いただき、ベテランの指導の下、し

ばしちまき作りに没頭。初めての人

もしばらくすると上手にくるむこと

ができるようになり、みなさんに喜

んでいただきました。 

 一息ついてからは、市政報告で

す。この間の市政をめぐる話題をス

ライドで紹介すると、質問や要望も

次々に出されました。 

 先日近くで交通事故があったこと

もあり、信号や標識を適切に設置し

てほしいという要望が出されたほ

か、センター病院はぜひ近所に移転

新築してほしいという要望が出され

ました。 

 また、｢体操アリーナを作るお金が

あるのなら、その分、国民健康保険

税や介護保険料を下げてほしい｣｢介

護保険制度は年々悪くなってきてい

る。2割･3割負担も他人事ではない｣

｢共謀罪法がむりやり通されたが、昔

の『オイコラ警察』を思い出して怖

い｣｢捕まるのが怖いので何も言えず

何もできなくなるというのが、一番

恐ろしい｣といった声が次々に出され

ました。 


